
2025年度実施報告書 

国際科学技術共同研究推進事業 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS） 

 【研究領域名：カーボンニュートラルの実現に向けた資源・エネルギーの 

持続可能な利用に資する研究】 

【研究課題名：トンレサップ湖西部水田における広域的水田水管理システムの確立による 

温室効果ガス排出削減技術の開発と社会実装】 

採択年度：令和 5年（2023 年）度/研究期間：５年 

相手国名：カンボジア王国 

国際共同研究期間*1 

2024年 4月 1日から 2029年 3月 31日まで 

JST側研究期間*2 

2023年 6月 1日から 2029年 3月 31日まで 

（正式契約移行日 2024年 4月 1日） 

*1 R/D に基づいた協力期間（JICAナレッジサイト等参照）

*2 開始日=暫定契約開始日、終了日=JSTとの正式契約に定めた年度末

研究代表者： 

渡辺守（国際農林水産業研究センター 副プロジェクトリーダー） 

主たる共同研究者： 

中矢哲郎（農業・食品産業技術総合研究機構 教授） 

山本昭範（東京学芸大学 准教授） 

岡澤宏（東京農業大学 教授） 

山本忠男（北海道大学 准教授） 

谷口智之（九州大学 助教） 

公開 



 

1. 研究進捗状況と成果

キー技術のひとつである間断灌漑を導入するために、モデルサイトにおいて必要な圃場水位データ等

を把握する観測機器を設置するとともに、複数のワークショップを開催し対象農家で構成する水管理シ

ステムの運用を行う農民水利組合を形成した。また、新たなモニタリング方法の開発に向け、温室効果ガ

ス（GHG）を観測するための観測タワーの設置し観測を開始した。また、間断灌漑導入前の慣行の水管理

（常時湛水栽培）下における観測データを取得する環境を整えるとともに、営農データ等に関するデー

タ取得を継続した。9月に水管理技術に関する技術ワークショップを開催し水管理システムの開発につい

て関係者間で議論した。 

公開 


